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資料３

新横浜駅北部地区まちづくり方針(素案)の策定について
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１ はじめに

２

・新横浜駅北部地区は業務等の多様な機能が集積し、都心として横浜経済をけん引

・土地区画整理事業の完了から50年が経過し、今後、建物更新などが本格化

・令和5年の新線開業によるさらなるアクセス性の向上など転換期が到来

・まちの魅力を更に高め、将来につないでいくために方針を策定

：新横浜駅北部地区
(新横浜1～3丁目他)

横浜国際総合
競技場

横浜
アリーナ

(1)策定の背景と目的



３

１ はじめに

①対象
新横浜町内会、新横浜自治会、アデニウム新横浜自治会

②実施期間と方法
令和８年１月26日～２月25日、専用のホームページから意見を投稿

③意見件数
27名、合計78件

④主な意見
・日用品店舗、スーパーマーケット、子育て支援施設が必要
・新横浜駅と1丁目のアクセス改善を検討してほしい。
・「新横浜といえばここ」と想起される拠点を明確にすることが、都市ブランド
の向上につながる。

（２）地元町内会・自治会からの意見

・令和８年第1回定例会に報告した骨子について、
地元町内会・自治会からいただいたご意見を踏まえて、素案を作成



①横浜の陸の玄関口
②進化しつづける新横浜
③街並み
④つながる
⑤環境
⑥安全安心

４

２ 素案について

「地域」「企業」「行政」の
それぞれの役割と
つながりによる
実現のための視点

２．「今とこれから」
まちづくりの６つの
テーマ

３．「これからのために」１．「はじめに」

・メッセージ
・新横浜のなりたち
・新横浜の目指す姿

※方針では、新横浜駅北部地区を「新横浜」とし、まとめています。

(1)素案の構成



５

２ 素案について

・新横浜が持つポテンシャル、地域の思いなどをもとに、

新横浜ブランドをみんなでつくっていくため、目指す姿を設定。

【目指す姿】

つどいが価値を生み

つながりが未来を動かす都心

新横浜

(２)新横浜の目指す姿 ～新横浜ブランドをみんなでつくる～



６

(３)まちづくりの６つのテーマ
   ①横浜の陸の玄関口 ～広域交通拠点として、新たな魅力を呼び込む～

２ 素案について

・新たなモビリティの導入やデッキの拡充など駅とのアクセス性や回遊性の強化

・多様な都市機能が集積する新横浜を象徴し、にぎわいと交流を育む駅周辺の顔づくり

にぎわいと交流を育む広場と都市機能

(イメージ、市内事例)

自動運転EVバスのイメージ



７

２ 素案について

・これまで取り組んできたまちづくりに加え、新図書館整備と連携することで、
「地域・企業の交流の場」や「まちなかへの回遊・滞留の創出」などの効果を生み出し、
地域課題の解決と価値向上を図る

【期待される効果】

・新横浜の新たな魅力創出

・地域・企業の交流の場

・多様な都市機能

・図書館の魅力向上

・新たな知の創出・発信

・まちなかへの回遊・滞留の創出

新図書館のイメージ

(3)まちづくりの６つのテーマ
   ①横浜の陸の玄関口 ～まちづくりと新図書館整備～



８

２ 素案について

・高度利用による業務集積を進め、技術力と人材を集める市経済の拠点形成

・個性ある飲食店や多様なサービス店舗、スーパーマーケットなどの生活利便施設の充実

・産学連携によるアイデアやビジネスが生まれるイノベーションを起こす場づくり

・都市計画や協議指針を踏まえた土地利用誘導、セットバックによる歩行空間の創出

企業の技術を紹介・体験するショールーム高度利用のイメージ

共同化・高層化

(イメージ)

(3)まちづくりの６つのテーマ
②進化しつづける新横浜 ～企業のちからが都心の未来をひらく～



９

２ 素案について

・高さや壁面など整然と建ち並ぶビル群による拠点性の高い都市景観の形成
・歩いて楽しく、安心と景観が調和した通りの個性や表情を生かした歩行空間づくり
・ゆとりや季節の変化を感じる緑と美化活動による潤いや安らぎを身近に感じる景観

宮内新横浜線沿いのビル群 アリーナ通りの歩行・滞留空間 地域の美化活動

(地区の現状)

(3)まちづくりの６つのテーマ
③新横浜らしい街並み ～様々な表情を持ちながら調和する街並みを育む～



10

２ 素案について

・あらゆる方が日常の中で自然と集まりたくなる場所づくり
・シェアサイクルや自動運転など多彩な移動環境の充実により、快適・気軽なまちの回遊
・地区内にとどまらない広がりのある、つながりを生み出す地域の活動

地域主体のイベント「新横浜パフォーマンス」

(地区の現状)

新横浜盆踊り

(3)まちづくりの６つのテーマ
④新横浜でつながる ～つどい・つながり、新たな出会いや愛着を生み出す～



11

２ 素案について

・都市緑化や低層部のセットバックによる暑熱対策など環境にやさしいまちづくりの推進
・環境にやさしい行動の実現に向けた脱炭素につながるライフスタイルの推進

新横浜駅前公園のレインガーデン

(地区の現状)

鳥山川沿いの桜並木 低層部がセットバックした歩行空間

(3)まちづくりの６つのテーマ
⑤新横浜の環境 ～自然のうるおいがまちに心地よさを届ける～



12

２ 素案について

地域での防災訓練 夜間防犯につながる外構照明

・耐震化や電気設備の高所設置、帰宅困難者の一時滞在施設指定など暮らしと経済活動
を守る防災と減災への備え

・住民と企業が連携した防災訓練などを通じた地域で備える安全なまちづくり
・夜間照明の設置や防犯、交通安全の取組など誰もが安心して暮らせる環境づくり

駅周辺混乱防止対策訓練

(地区の現状)

(3)まちづくりの６つのテーマ
⑥新横浜の安全安心 ～日々の備えが都心の未来を支える～



２ 素案について

13

地域力をさらに

生かす企業等の技術

(４)新横浜のこれからのために ～つどい・つながりと技術の活用～

・より一層働きやすく、暮らしやすい、訪れたくなるまちを目指すため、
強みである“地域力”に加え、“企業のちから”により新しい技術を取り入れることで、
新たな価値を創出

これまで培ってきた

地域力

＋

地域のつながりを中心に、

持続可能で多様性に対応したまちづくり

様々な実証実験
にチャレンジし、
社会実装を目指す



２ 素案について

14

・都市計画マスタープランや策定検討中の土地利用誘導戦略を踏まえ、
都市機能の配置や規模、低層部の賑わい創出など土地利用誘導を一体的に推進

①横浜の陸の玄関口
〈駅周辺エリア〉
・共同化による高度利用
・業務・商業・ホテルや地区
の顔となる交流・滞留機能
を重点的に誘導

②多様な都市機能の交わり
〈中央エリア〉

   ・にぎわいと働きやすさ、暮らし
やすさを高める業務・商業・ホテル
やサービス施設、スーパーマーケッ
ト等の誘導

④まちをつなぐ
〈施設と通り〉

   ・デッキの拡充など駅とのアクセス
性の強化やイベントの行き帰りに
滞留する場や快適で安全・安心な
通りなど回遊性の創出

③閑静な住宅街
〈一丁目・川沿いエリア〉
・共同住宅や子育て環境向上
など地域住民にとって必要
な利便施設の誘導
・夜間防犯の照明設置

(4)新横浜のこれからのために ～特性を生かしたまちづくり～

横浜国際
総合競技場

環状2号線

東海道新幹線

横浜アリーナ

JR横浜線



２ 素案について

15

①地域

実行力・愛着

②企業

技術力・人材

③行政

仕組み・環境づくり

国内外からIT・半導体等の先端技術や
人材が集積、ビジネスを生み出し、発信

活動や協働を支援する施策、
都市機能のさらなる誘導や

歩行空間のつながり・利活用の推進等

イベントや防災、美化活動など
住民と企業がともに培ってきた活力

新横浜ブランドをみんなでつくる
～ つどいが価値を生み つながりが未来を動かす都心 新横浜 ～

(4)新横浜のこれからのために ～まちづくり方針の生かし方～



3 策定スケジュール

16

令和８年６月 まちづくり方針(素案) 報告

６月～７月 市民意見募集

秋頃 まちづくり方針 策定



別添３－１

01231067
長方形
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